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〈
書

許〉

R
・
ケ
ル
ブ

l

コ
l

エ
ン

「
イ
ギ
リ
ス
の
国
有
化

ー
ド
グ
マ
の
終
震

l
』

問
問
巴
出
円
。
r
o
p
見
見
言
、
己
目
町
員
立
。
呂
町
お
』
之
宮
室
、

当
官
同
一
ヨ
札
。
し
「

Q
b
p
h宮
内
戸
日
甲
山
戸
円
。
ロ
凸
呂

ζ
m
n
E】
]
]
吉
降
円
。
戸
丘
唱
町
印
H
D
十
M

内

山

木

尚

戦
後
イ
ギ
り
ス
に
お
け
る
国
有
化
問
題
を
め
く
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
岳
噴

か
ら
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
付
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
同
有

他
政
策
を
も
っ
て
社
会
主
義
化
の
一
段
階
と
解
す
る
民
主
社
会
主
義
的
見

解
、
同
資
本
家
的
国
家
権
刀
が
く
つ
が
え
き
れ
ぬ
か
ぎ
り
、
国
有
化
ほ
資

本
支
配
の
手
段
以
外
の
も
む
た
り
え
な
い
と
寸
る
勺
ル
ク
ス
主
義
的
見
解

お
よ
び
同
国
営
企
業
の
非
能
率
よ
官
僚
主
義
を
排
し
、
白
由
企
業
制
度
の

書

訴F

優
越
を
主
張
す
る
自
由
主
義
的
見
解
に
大
別
し
う
る
で
あ
る
う
。

ζ

こ
に
紹
介
す
る
R
-
ケ
ル
フ
l
コ
l
z
γ
の
研
究
は
、
そ
の
副
題
に

「
ド
グ
マ
の
終
鷲
」
と
あ
る
こ
之
く
労
働
党
の
国
有
化
を
時
代
遅
れ
の
ド

グ
マ
で
あ
る
と
し
、
国
有
化
を
更
に
惟
進
し
よ
う
、
と
す
る
政
策
を
批
判
せ

ん
と
す
る
も
の
で
、
右
の
自
由
主
義
的
立
場
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。
本

書
の
出
版
さ
れ
る
前
年
一
九
五
七
年
の
労
働
党
大
会
に
お
い
て
、
同
党
の

将
来
の
国
有
化
政
策
を
示
す
綱
領
「
産
業
と
社
会
」

(
F
E
E
4
E
Q

F
n
5
4ヨ
日
目
当
)
が
採
択
さ
れ
た
が
、
本
書
は
こ
れ
に
刻
す
る
批
判
を
常

に
問
題
意
識
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

著
者
ケ
ル
フ

1
コ
l
エ
ン
は
、
戦
前
商
務
省
に
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
ロ

ソ
ド
ン
大
学
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
固
有
化
問
題
を
講
じ
て
き
た
が
、
と

く
に
戦
後
一

0
年
間
は
燃
料
動
力
省
の
次
官
と
し
て
固
有
化
産
業
の
運
営

に
あ
た
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
若
者
自
経
歴
山
ら
窺
え
る
よ
う
に
本
書
は

最
新
の
統
計
資
料
と
豊
官
な
実
際
的
知
識
を
駆
使
し
て
書
か
れ
て
お
り
、

そ
の
論
点
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の

本
書
の
構
成
は
、
第
一
部
ド
グ
マ
の
生
誕
と
成
長
、
第
二
部
固
有

化
産
業
、
第
三
部
国
有
化
の
諸
問
題
、
第
四
部
将
来
1
ド
グ
マ
か
ら

の
一
解
放
と
な
っ
て
お
り
、
各
市
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
章
に
分
か
れ
て

い
る
。
以
下
順
を
追
っ
て
木
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
み
よ
う

P

ま
ず
、
第
一
部
に
お
い
て
著
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
公
有
思
想
の

第
八
十
五
巻

第
一
号

ノ、



書

詐

生
成
・
発
展
を
跡
ず
け
、
さ
ら
に
第
一
次
大
戦
後
固
有
化
が
現
実
。
日
程

に
の
ぼ
っ
て
以
米
の
労
働
党
の
政
策
め
変
遷
を
簡
単
に
索
抽
し
て
い
る
。

か
か
る
国
有
化
の
予
備
的
考
察
を
行
っ
た
後
、
著
占
は
第
二
部
に
お
い
て

個
々
の
悶
有
化
産
業
の
実
績
を
検
討
す
る
。

著
者
は
、
炭
鉱
業
、
運
輸
菜
、
電
力
業
、
ガ
ス
業
お
よ
び
鉄
鋼
業
の
五

部
門
を
と
り
あ
げ
る
。
戦
後
労
働
党
政
府
に
よ
っ
て
固
有
化
さ
れ
た
も
の

に
は
、
こ
の
他
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
(
∞
μ
ロ
r
乱
開
ロ
m
Fロ
己
〕
航
担
公
社

(
〉
月
毛
mqω
円
0
4
2
E
E
U〉
お
よ
び
国
民
保
健
局

(HA旦
E
Eい
出
。
包

F

印
。
耳
目
。
)
が
あ
る
が
、
と
れ
ら
は
本
書
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

次
に
各
国
有
化
民
業
に
対
す
る
著
者
の
批
判
を
中
心
に
述
べ
て
み
よ
う
。

け
炭
鉱
業
。
著
者
に
よ
れ
ば
炭
鉱
業
国
有
化
に
は
二
つ
の
根
拠
が
あ

っ
た

U

一
つ
は
、
レ
イ
ド
報
告
(
目
。
E
囚
4
0ユ
)
に
示
さ
れ
た
技
術
的

理
由
で
、
国
有
化
に
よ
っ
て
炭
鉱
業
の
再
組
織
を
遂
行
せ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
他
は
社
会
主
義
政
策
と
し
て
の
国
有
化
主
れ
自
体
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
著
者
は
全
国
石
炭
庁
(
囲
内
込
E
ロ
巳
円
。
巳

出
ORε
の一

0
年
聞
の
尖
績
を
二
つ
の
時
期
に
わ
け
て
検
討
す
る
。
ま

ず
固
有
佑
後
最
初
の
五
年
間
に
は
出
炭
商
は
年
々
昌
実

r回
復
し
、
一
九

四
七
年
の
-
億
八
六
五

O
万
ト
γ
か
ら
一
九
丘
一
年
の
ご
億
一
一
一
一
一

C
万

ト
ン
に
増
加
し
た
。
主
こ
ろ
が
一
九
五
二
年
以
降
一
九
五
包
年
ま
で
の
期

間
に
は
、
約
一
一
一
位
八
五

C
C万
ポ
ン
ド
に
お
よ
ぶ

F
柏
町
投
資
と
一
万
一

0
0
0人
の
労
働
者
の
増
加
に
も
拘
ら
ず
、
出
炭
高
は
減
少
な
い
し
停
滞

し
て
い
る
。
そ
の
上
、
炭
質
の
低
下
掛
炭
の
減
少
と
粉
炭
の
増
加
が

第
八
十
五
巻

第

号

顕
著
、
と
な
り
、
持
民
自
一
部
を
輸
入
に
仰
が
ね
ば
な
ら
な
く
仕
っ
た

G

こ

む
よ
う
な
可
態
が
一
体
ど
う
し
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
は
、
そ

の
原
闘
を
何
よ
り
も
労
使
関
係
が
旧
態
依
然
と
し
て
争
議
や
欠
勤
が
頻
発

し
て
い
る
点
に
求
め
、
多
額
の
財
政
資
金
に
よ
っ
て
炭
鉱
業
の
機
械
化
、

組
織
化
が
行
わ
れ
て
も
、
炭
鉱
労
務
省
の
非
協
力
的
態
度
に
よ
っ
て
出
炭

高
が
増
加
し
な
い
、
主
述
べ
て
い
る
ロ
(
凶
九
頁
〕

伺

運

輸

業
u

一
九
四
七
年
の
運
愉
法
(
叶
E
E
-
E
ュ
k
f
y
Eむ
)

に
よ
り
鉄
道
を
は
じ
め
ロ
ン
ド
ン
述
愉
、
道
路
貨
物
旅
客
輸
送
、
ド
ッ

ク
・
内
陸
水
路
お
よ
び
司
ホ
テ
ル
は
、
国
有
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
最
高
機
関
と
し
て
運
輸
委
員
会
(
叶
HPEHU01ncHEHω
留
目
)
が
設

け
ら
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
議
長
一
名
、
委
員
同
名
か
ら
成
り
、
そ
の
任

務
は
イ
ギ
リ
ス
悶
肉
の
旅
客
貨
物
。
輸
送
殿
闘
の
綜
合
調
性
を
行
い
、

能
率
附
、
経
済
的
な
運
営
を
は
か
る
乙
と
に
あ
る
。
著
者
は
ま
ず
か
か
る

管
理
の
問
題
に
批
判
の
日
を
む
け
、
こ
の
巨
大
な
組
織
が
数
名
の
委
員
の

統
制
下
に
お
か
れ
た
た
め
、
過
度
の
中
央
集
権
ル
刊
の
弊
が
生
じ
て
い
る
、

と
指
摘
し
て
い
る
D

(

六
七
頁
)

次
い
で
著
者
は
、
連
愉
委
員
会
の
巨
額
の
赤
字
を
批
判
す
る
ω

運
輸
業

は
岡
有
化
後
殆
ん
ど
毎
年
赤
字
経
営
主
続
け
て
お
り
、
一
九
五
七
年
に
は

実
に
六
三
九

O
万
ポ
ン
ド
の
欠
損
を
一
市
す
に
至
っ
た
。
著
者
は
、
そ
の
原

因
を
旅
客
'
日
制
物
収
入
の
減
少
と
設
備
老
朽
化
に
も
と
づ
く
費
用
組
地
に

求
め
て
い
る
ロ
そ
の
対
策
と
し
て
一
九
五
七
年
運
輸
法

2
2
5
2
ュ

宇
古
己
主
主

]
E
H
E
R
S
)
〉
汗
呂
町
叶
出
が
制
定
さ
れ
、
鉄
道
近
代
化
の
た



め
の
資
企
は
国
陣
か
ら
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

L
か
し
鉄
道
の
近

代
化
が
完
成
し
、
収
支
が
均
衡
す
る
ま
で
、
鉄
道
は
国
民
の
負
担
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
著
者
は
、
か
か
る
巨
額
の
財
政
支
出
に
つ

い
て
あ
く
ま
で
冷
静
な
経
済
的
分
析
が
必
要
だ
と
し
て
政
治
的
考
慮
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
警
告
し
て
い
る
。
(
八
四
頁
)

同
電
力
業
口
一
九
阻
止
〕
年
の
電
力
業
法
一
一
回
。

E
ロ
E
4
〉
F
E
h
)

に
よ
り
発
電
に
つ
い
て
は
一
九
二
六
年
の
中
央
電
力
委
員
会
〔
円

g可
己

巴
日
可

531
〉
E
F
2
3
0
が
責
任
を
も
っ
た
が
、
他
方
配
電
に
つ
い
て

は
、
一
四
の
地
区
屯
力
委
員
会
(
旨
o
p

巴

R
E
2
4
回
出
L
ろ

の

下

に
お
く
こ
と
に
な
っ
た
。
発
話
所
は
そ
の
建
設
と
運
営
に
つ
い
て
高
度
の

中
央
統
制
を
要
す
る
の
で
固
有
化
は
妥
当
な
措
置
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

同
有
化
、
別
に
五
六
二
の
企
設
に
よ
っ
で
運
営
さ
れ
て
い
た
配
電
を
↓
四
の

地
区
委
員
会
巴
統
制
下
に
お
く
必
要
品
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
著
者

は
、
配
電
は
そ
の
供
給
す
る
地
方
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
の
で
、
迅
速
で

弾
刀
的
な
決
定
を
行
う
た
め
高
度
の
地
方
分
権
が
必
要
だ
と
述
べ
、
四

O

乃
至
五

O
D小
地
区
に
分
割
す
る
こ
ー
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ハ
八
九
頁
)

侃
に
、
中
央
電
力
委
員
会
の
実
績
を
み
れ
ば
、
一
九
五
七
年
ま
で
の
九

年
間
に
イ
ギ
リ
ス
の
発
電
能
力
は
殆
ん
ど
二
倍
に
増
大
し
た
。
す
な
わ
ち
、

一
九
四
八
九
年
の
四
二
八
億
四
九
C
C万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
一
九
五
六

l
七
年
の
七
九
五
億
二
五

0
0万
キ
ロ
ワ
Y

ト
に
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
九
億
一
問
。
。
万
ポ
ン
ド
に
お
よ
ぶ
巨
額
の

投
資
(
固
有
化
産
業
全
体
に
対
す
る
投
資
額
の
半
ば
以
上
)
が
行
わ
れ
た

害

評

こ
と
を
注
芯
ぜ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
に
が
っ
て
、
問
題
は
多
額
の
費
用
を

要
し
た
設
備
が
最
大
限
に
引
用
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
あ
る
。
今
、
著
者

に
し
た
が
っ
て
、
屯
気
設
備
の
操
業
度
を
一
市
す
指
数
と
し
て
負
荷
車
を
と

り
、
国
有
化
後
に
お
け
る
そ
の
推
移
を
み
れ
ば
、
改
善
さ
れ
る
ど
と
ろ
か
、

反
っ
て
悪
化
の
傾
向
ず
ら
み
ら
れ
る
。
著
者
は
、
こ
の
負
荷
車
の
改
善
が

固
民
の
利
益
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
左
強
調
し
て
い
る
。
(
一

C
四
頁
)

さ
ら
に
著
者
は
、
電
力
業
の
よ
う
江
発
展
的
産
業
に
対
し
て
逼
迫
し
た

国
家
資
金
を
使
用
す
る
と
L

乙
に
疑
問
を
投
じ
、
行
し
ろ
公
開
資
本
市
場
か

ら
資
や
調
達
を
行
う
方
が
健
全
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
論
じ
て
い
る
。

(

一

C
C頁〉

同
ガ
ス
業
。
一
九
四
八
年
の
ガ
ス
法
(
D
E
〉
E
-
E
A
E
)
に
よ
っ
て
、

と
れ
主
で
三
分
の
一
が
市
首
、
三
分
の
二
が
公
益
企
業
に
属
し
て
い
た
全

国
ガ
ス
事
業
主
固
有
化
し
て
、
こ
れ
を
全
国
ガ
ス
委
員
会
〈
Z
己
目
ロ
巴

口
E
門

2
2
5
の
下
に
お
い
た
。
乙
の
全
国
ガ
ス
委
員
会
の
下
に
、
下

部
組
織
と
し
て
一
二
の
地
区
ガ
ス
委
員
会
(
〉
耳
P
O
E
図
。
出
身
)
が
設

け
ら
れ
た
。
著
者
は
、
ガ
ス
業
の
組
倣
が
悶
有
牝
産
業
の
中
で
も
っ
と
も

欠
陥
が
少
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
(
一
一
一
頁
)

ガ
ス
業
は
、
戦
前
す
で
に
多
数
の
小
企
業
が
乱
立
し
そ
の
設
備
や
配

給
網
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
早
急
な
整
理
統
合
の
必
裂
が
叫
ば
れ
て
き

士。

L
た
が
っ
て
、
そ
の
国
有
色
は
ガ
ス
企
業
の
希
望
す
る
と
こ
ろ
で
も

あ
っ
任
と
著
者
は
見
て
い
る
。
(
一
一

C
瓦
)
同
有
化
後
多
額
の
投
資
に

よ
っ
て
近
代
化
が
行
わ
れ
た
結
果
、
ガ
ス
供
給
止
は
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

第
八
十
五
巻

第
一
号



書

百平

同
鉄
鋼
業
。
一
九
四
九
年
鉄
鋼
法

Q
H
S
E
Q
山
吉
己

k
r
n
y
H
U
お
)

は
、
鉄
鋼
業
主
国
有
化
に
移
L
、
鉄
鋼
公
社

Q
H
E
P
E
卯
宮
戸
門
司

旬
。
目
色
。
ろ
を
し
て
そ
の
運
営
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、

ぞ
れ
が
発
足
し
た
の
は
一
九
五
一
年
二
月
で
あ
り
、
し
か
も
同
年
十
月
の

総
選
挙
に
よ
う
て
保
守
党
か
勝
利
を
お
さ
め
た
た
め
、
鉄
鋼
業
は
法
律
的

に
は
国
有
化
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
余
り
影
響
を
う
け
な
か
っ
た
と
み
て

よ
い
。
だ
が
、
労
働
党
は
政
権
に
復
帰
す
れ
ば
鉄
鋼
業
を
再
国
有
化
す
る

旨
公
約
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
論
拠
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
労

働
党
の
鉄
鋼
業
出
有
化
の
論
拠
は
次
白
凶
点
に
あ
る
。
円
、
鉄
鋼
業
の
近

代
化
を
促
進
す
る
た
め
に
国
家
資
金
が
必
要
で
あ
る
。
判
鉄
鋼
業
は
国
民

経
済
に
と
っ
て
基
礎
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
国
有
化
し
て
国
家
的
立
場
か

ら
統
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
パ
円
、
鉄
鋼
業
に
は
独
占
的
要
素
が
強
〈
、

私
的
利
益
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
伸
、
鉄
鋼
生
産
は
国
防
上
の
必
要
と
密

着
し
て
い
る
か
ら
、
私
企
業
の
利
益
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
の
論
拠
に
対
し
著
者
は
、
老
初
化
設
備
は
せ
い
ぜ
い
コ
一

1
五
%
に

す
ぎ
な
い
ζ

と
、
鉄
鋼
牛
障
が
年
々
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
反
阪

じ
て
い
る
ロ
(
二
八
頁
)
叉
そ
の
他
の
論
拠
に
つ
い
て
著
者
は
、
所
有

の
移
転
な
し
に
強
力
な
統
制
は
可
能
で
あ
る
と
し
、
も
し
将
来
鉄
鋼
業
が

再
固
有
化
さ
れ
て
も
、
現
在
の
発
展
の
テ
ン
ポ
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か

疑
わ
し
い
と
論
じ
て
い
る
。
(
一
四

O
頁
)

第
八
十
五
巻

第
一
号

六
回

ノ、
四

第
三
部
に
お
い
て
、
著
者
は
国
有
化
産
業
の
直
回
す
る
諸
問
題
乞
と
り

あ
げ
、
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
順
を
追
っ
て
そ
の
要
旨
を
紹

介
し
た
い
。

付
議
会
と
国
有
化
産
業
。
国
有
化
産
業
の
議
会
に
対
す
る
責
任
の
問

題
は
、
国
有
化
以
来
憶
に
論
議
白
的
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
国
有
他
産
業

は
所
管
大
臣
の
統
制
下
に
お
か
れ
、
大
臣
を
通
じ
て
の
み
議
会
に
対
し
て

責
任
を
負
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
日
常
の
業
務
運
営
に
つ
い
て
議
会
に
対

L
て
責
任
キ
一
負
う
必
要
が
な
い
た
め
、
議
会
と
固
有
化
産
業
の
関
係
は
疎

遠
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
に
委
員
全

(
F
U丘
円
。
E
E
5
0
0
)

が
設
け
ら
れ
議
会
の
統
制
を
強
化
せ
ん
と
し
た
が
、
そ
の
権
限
は
非
常
に

限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
所
期
の
成
果
を
あ
げ
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
し
い
。
著
者
は
、
現
在
の
国
有
化
法
の
建
前
か
ら
し
て
固
有
他
産
業

が
議
会
。
監
督
と
批
判
の
範
囲
外
に
お
か
れ
る
白
は
や
む
を
え
な
い
と
し
、

今
後
も
一
周
議
会
の
無
視
と
行
政
部
の
権
限
の
強
化
の
傾
向
が
著
し
く
な

る
と
述
べ
て
い
る
。
〔
一
六
二

1
三
頁
〕

伺
政
府
と
固
有
化
産
業
。
所
管
大
臣
は
固
有
化
産
業
の
委
員
会
に
対

し
て
極
め
て
強
大
な
権
限
を
も
つ
が
、
著
者
は
そ
の
中
か
ら
最
も
注
目
す

べ
き
二
つ
の
権
限
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
所
管
大
臣
が
委
員

会
に
対
し
て
「
国
家
的
刺
益
か
ら
必
要
と
凪
わ
れ
る
一
般
的
性
械
の
命
令
」

を
与
え
る
権
限
を
も
っ
己
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
か
か
る
一
般
的
命
令
権



は
殆
ん
vr
行
使
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
が
、
著
者
は
政
府
の
国
有
化
球
業
統

制
の
手
段
と
し
て
適
時
に
行
使
す
べ
き
だ
と
論
ず
る
ロ
第
二
に
所
管
大
匹

は
委
此
の
任
命
憶
を
も
ち
、
さ
ら
に
委
員
が
業
務
を
遂
行
す
る
の
に
不
適

当
な
い
L
不
適
任
と
判
断
す
れ
ば
罷
免
す
る
己
、
と
が
で
き
る
。
か
く
て
著

者
は
、
今
後
の
悦
向
と
し
て
委
員
会
が
次
第
に
独
立
性
を
失
い
政
府
部
門

に
従
属
し
、
政
府
の
命
令
を
実
施
す
る
た
め
の
機
関
と
な
る
だ
ろ
う
之
述

べ
て
い
あ
。
(
一
七
六

1
七
頁
〕

付
悶
有
化
産
業
の
資
金
調
達

Q

著
者
は
戦
後
の
国
有
化
産
業
が
戦
前

の
公
社
kmm(
っ
て
財
政
的
自
主
性
を
も
た
な
い
点
を
指
摘
し
、
そ
の
原
闘

と
L
て
巨
額
の
補
償
支
払
、
低
価
格
政
策
お
よ
び
大
規
模
な
投
資
制
回
を

あ
げ

τい
る
ロ
回
有
化
産
業
は
、
お
お
む
ね
衰
退
な
い
し
老
朽
化
し
て
い

た
た
め
、
そ
の
再
建
の
た
め
に
一
九
五
六
年
三
月
定
で
に
一
六
億
ポ
γ
ド

に
の
ぼ
る
巨
額
の
投
資
が
行
わ
れ
た
。
か
か
る
投
資
計
画
お
よ
び
そ
の
融

資
方
法
に
つ
い
て
著
者
は
二
つ
の
欠
陥
を
指
摘
し
て
い
る
白
第
一
に
、
投

資
額
を
決
定
す
る
経
済
的
な
も
の
さ
し
が
な
く
、

L
ば
し
ば
政
治
的
考
慮

に
よ
っ
て
投
資
の
優
先
順
位
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
、
第
二
に
現
在
の
投
資

規
模
で
は
現
存
能
力
主
維
持
す
る
の
み
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

著
者
は
国
家
的
立
場
か
ら
固
有
化
摩
業
り
投
資
計
画
を
審
査
し
、
こ
れ
を

情
理
す
る
機
闘
を
設
立
す
る
加
味
と
を
提
案
し
て
い
る
。
〔
一
八
三

l
五
頁
)

帥

委

員
D

国
有
化
産
業
の
委
員
の
任
命
に
お
い
て
は
、
種
々
の
利
益

代
表
の
出
接
参
加
は
拒
否
さ
れ
て
、
所
管
大
臣
が
能
力
に
も
色
づ
い
て
任

命
す
る
方
法
が
探
川
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
委
員
会
は
工
業
、
商
業

書

ーヘド

又
は
財
政
問
題
、
応
用
科
学
、
経
信
又
は
労
働
者
組
織
に
経
験
な
い
し
能

力
を
も
っ
と
認
め
ら
れ
る
者
の
中
か
ら
所
管
大
胆
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る

わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
次
の
理
由
に
よ
っ
て
丹
部
か
ら
有
能
な

人
材
を
う
る
こ
と
は
凶
難
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
け
円
、
委
員
の
任
期
が

五
年
に

Zcな
い
ロ
伸
、
委
員
の
俸
給
は
大
蔵
者
と
の
協
議
円
上
で
所
管

大
臣
に
よ
っ
て
訣
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
額
が
公
表
さ
れ
議
会
で
批
判
さ
れ

る
た
め
一
度
決
定
さ
れ
る
と
引
上
げ
が
容
易
で
な
い
。
同
委
員
の
俸
給
が

一
般
に
私
企
業
に
お
け
る
よ
り
も
低
い
。
(
一
九
九
瓦
)
L
?
が
っ
て
国

有
化
の
初
期
に
お
い
て
は
広
く
外
部
か
ら
委
員
の
任
命
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
後
産
業
内
部
か
ら
の
任
命
者
に
よ
っ
て
欠
員
を
補
充
す
る
傾
向
が
哨

々
強
く
な
っ
て
い
る
。
持
占
は
、
か
か
る
傾
向
は
一
面
に
お
い
て
産
業
内

部
の
緊
街
化
を
は
か
る
が
.
他
国
同
有
化
産
業
が
国
民
一
般
か
ら
遊
離
し
、

消
技
者
の
利
益
が
無
刊
仇
さ
れ
る
お
日
ぞ
れ
あ
り
と
し
ζ

、
こ
れ
に
反
対
し
て

い
る
。
つ
一
心
七
J
九
瓦
)

同
円
職
員
。
固
有
化
院
業
の
経
営
に
お
い
て
委
員
に
お
と
ら
ず
霊
安
な

の
は
、
技
師
、
技
術
者
、
科
学
者
、
経
営
者
な
ら
び
に
事
務
職
員
で
あ
る
。

従
来
、
未
組
織
で
あ
っ
た
職
員
は
、
固
有
化
法
の
規
定
に
よ
っ
て
組
織
化

さ
れ
、
雇
用
条
件
そ
の
他
に
つ
い
て
雇
主
た
る
委
員
と
協
議
す
る
権
利
を

え
て
、
そ
の
地
位
を
強
化
し
た
。
し
か
し
彼
等
の
一
部
は
、
こ
れ
ま
で
各

炭
鉱
、
ガ
ス
又
は
電
方
企
業
の
長
と
し
て
政
策
決
定
を
行
っ
た
が
、
国
有

化
に
よ
り
自
主
闘
を
失
レ
、
地
区
、
地
方
又
は
小
地
域
経
営
者
主
な
り
、

上
殺
機
関
か
ら
り
命
令
を
執
行
す
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
国
有
化
産
業

第
八
十
五
巻

第
一
号

六
五

六
究



ill 

百ず

の
経
営
組
織
と
し
て
は
直
系
孝
子
組
織

(
E
o
E乱
且
民
O
H
四百
E

E
C
O
ロ
)
が
採
用
さ
れ
、
労
務
係
を
は
じ
め
争
放
の
専
門
職
員
が
任
命
さ

れ
て
い
る
u

現
在
同
布
化
産
業
は
か
か
る
技
術
的
な
ら
び
に
経
首
専
門
家

の
不
足
に
な
や
ん
で
い
る
が
、

ι何
右
は
杓
来
の
経
針
層
を
形
臥
す
る
有
能

な
青
年
を
寸
法
集
し
訓
練
す
る
必
要
を
刀
説
し
て
い
る
。
つ
コ
=
頁
)

川W

固
有
化
産
業
に
お
け
る
労
働
者
u

既
述
の
ご
と
〈
委
員
は
所
作
大

臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
労
働
者
の
直
接
的
経
営
参
加
は
相
否
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
労
働
右
の
民
業
民
主
主
義
へ
の
根
強
い
要
求
は
、
国
Jf
化

産
業
に
お
け
る
労
使
協
議
制
(
』
Q
H
E
E
E己
主
E
与
の
設
耐
と
な
っ
て

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
著
者
は
労
働
組
合
と
労
使
協
議
制
の
関
係
に
つ
い
て

二
つ
の
困
難
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
り
、
労
使
協
議
会
に
代
表
さ
れ
る

組
合
を
決
定
す
る
問
題
で
、
組
合
同
の
対
立
が
そ
の
ま
ま
に
協
議
会
に
も

ち
こ
ま
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
乙
℃
乙
で
あ
り
、
仙
は
労
働
組
合
が
労
使
協
議

制
の
目
的
の
た
め
に
組
渦
附
さ
れ
た
も
の
で
な
い
た
め
、
そ
り
役
目
以
が
協
議

会
の
問
題
を
処
却
す
る
に
は
不
迎
任
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
(
一
一
一
一
新
一
、

I
I
I
-

、

六
瓦
)
次
い
で
若
吊
は
、
協
議
制
の
目
的
は
能
卒
な
い
し
引
広
口
の
F

川
上

に
あ
り
と
し
て
、
労
働
組
骨
の
従
来
の
伝
統
的
政
飢
を
批
判
し
、
大
助
的

立
場
か
ら
同
右
化
産
業
の
巡
営
に
協
方
的
政
策
を
う
ち
だ
す
こ
と
を
要
望

L
C
い
る
。
(
二
円
一
u
l二
瓦
〕

帥
消
政
者
と
国
有
化
産
業
u

同
有
化
産
装
は

h

石
炭
、
運
愉
、
ガ
ス

お
よ
び
悩
力
の
よ
う
な
必
需
品
を
生
政
す
る
巨
大
な
法
的
独
占
体
で
あ
る

か
ら
、
各
悶
有
化
法
は
消
費
お
の
一
利
低
を
擁
護
す
る
た
め
に
市
設
者
協
議

第
八
十
五
巻

第
一
号

六
六

六
六

会
(
円
。
吉
田
2E~
円
0
5
2
3
の
設
置
を
矧
定

L
亡
い
る
。
例
え
ば
、
炭

拡
業
に
お
い
て
は
工
業
月
な
ら
び
に
家
庭
用
石
炭
消
費
者
協
議
会

(
E

岳
民
口
己

EMP
巴
。
自
由
沖
百
円
。
己
円
。
ロ
E
5
2、円
C
E
6己
)
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
著
者
の
批
判
は
、
そ
の
代
表
が
燃
料
動
力
相
に
よ
っ
て
任
命

耳
れ
る
た
め
消
費
ち
の
窓
見
を
充
分
に
反
映
し
て
い
な
い
点
に
向
け
ら
れ

る
。
事
実
、
国
民
の
大
多
数
は
消
費
者
協
議
会
の
存
在
な
い
し
目
的
を
知

ら
な
い
た
め
、
サ
ヴ
ィ
ス
、
施
設
お
よ
び
料
金
に
つ
い
て
背
情
を
述
べ
、

窓
見
を
表
明
す
る
機
会
が
な
い
。
著
者
は
、
国
有
俗
産
業
が
こ
れ
ま
で
消

設
者
の
利
益
を
軽
観
し
て
き
た
こ
と
を
批
判
し
、
向
者
聞
の
意
見
交
換
を

活
溌
な
ら
し
め
る
必
要
を
強
制
し
て
い
る
。
(
二
五
ハ

t
七
頁
)

四

以
上
述
べ
た
同
有
化
産
業
の
般
討
な
ら
び
に
此
刊
に
も
し
乙
ず
い
て
、
著

者
は
第
山
部
で
労
働
党
の
別
京
の
国
有
化
政
淡
を
批
判
す
る
。

院
議
回
有
化
、
も
っ
と
一
般
的
に
い
え
ば
生
民
干
段
の
公
有
は
、
労
働

党
が
社
会
主
義
実
地
の
た
め
の
張
本
的
な
政
策
と
み
な
し
て
き
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
こ
数
年
来
の
同
党
の
政
録
制
川
閣
を
み

る
と
、
こ
う
し
た
見
解
が
放
来
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
少
く

1κ

も
前
祝
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
著
者
は
、
労

働
党
の
批
在
白
固
有
化
政
筑
を
一
小
す
文
昔
L

と
し
て
一
九
E
七
年
の
プ
ラ
イ

ン
ト
ン
労
働
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
綱
領
「
公
企
菜
」
(
ふ
司
吾
ロ
ロ
開
口

t
H
1
5
0
こ
〉
お
よ
び
「
産
業
と
社
会
」

(
=
F
Eぇ
4
2
C
E
2
0
4
J



(
夫
々
「
フ
ュ
ピ
ア
ン
研
究
」
第
八
巻
一

O
t
一
一
一
号
お
よ
び
八
J
九

H

に
訳
出
さ
れ
て
い
る
〕
と
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
(
回
目
Etkσ
ロ
)
の
論
文
「
社

会
主
義
と
嗣
有
化
L

(
ミ

印

O
E
P
E
E
E
a
Z
E
5
2ロ
E
E
D
ご
)
(
「
フ
ェ

ピ
ア
ン
研
究
」
第
七
巻
九

t
一
二
場
に
訳
出
〕
を
之
り
上
げ
、
そ
の
中
ゲ

イ
ツ
ケ
ル
氏
の
論
文
が
も
プ
と
も
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
れ
を
中
心

に
牧
副
ず
る
。

ゲ
イ
ツ
ケ
ル
は
固
有
化
の
伝
統
的
な
論
拠
が
な
ぜ
今
日
出
め
ら
れ
た
か

に
つ
い
て
次
の
四
つ
の
り
理
由
を
あ
げ
る
。
け
、
国
有
化
が
財
産
の
再
分

配
を
伝
う
と
い
う
予
組
は
、
柿
償
が
支
払
わ
れ
た
た
め
に
実
現
で
き
な
か

っ
た
。
料
、
国
有
化
の
論
拠
の
一
つ
で
あ
る
完
全
雇
用
が
、
今
日
で
は
殆

ん
ど
達
成
さ
れ
て
い
る
。
的
、
労
働
組
合
の
権
力
の
増
大
に
よ
っ
て
、
雇

主
の
権
限
は
き
び
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
ロ
刷
、
国
有
化
に
よ
っ
て
労
使

関
係
に
あ
ま
り
改
善
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
に
よ

れ
ば
伝
統
的
な
国
右
化
の
論
拠
は
弱
め
ら
れ
は
し
た
が
、
決
し
て
破
砕
さ

れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
{
一
相
官
の
平
号
化
を
は
か
る
た
め
に
は
判
等
か
の

形
心
公
有
が
必
要
で
あ
る
ω

ゲ
イ
ツ
ケ
ル
は
、
そ
の
た
め
に
一
一
一
つ
の
方
向

か
ら
前
進
す
べ
き
だ
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
け
、
国
有
化
、
料
、
公
有
を

伴
わ
な
い
統
制
お
よ
び
尚
、
国
家
に
よ
る
株
式
取
得
、
が
こ
れ
で
あ
る
。

著
者
ケ
ル
フ

1
コ
l
z
ン
の
批
判
は
、
第
一
と
第
三
円
点
に
集
中
さ
れ

る
。
著
者
は
、
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
が
閏
有
化
の
成
山
町
に
対
し
で
不
信
の
念
を
も

つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
長
距
隣
自
問
車
輸
送
、
と
鉄
鋼
業
の
再
固
有
化
を
聞
執

L
1
い
る
点
を
批
判
す
る
。
ま
ず
長
距
離
自
動
車
輸
送
の
町
田
有
化
に
つ
い

書

評

て
は
、
現
在
運
輸
委
員
会
が
多
額
の
欠
損
を
だ
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
、

運
輸
委
員
会
に
は
そ
れ
を
経
営
す
る
資
格
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
又
鉄

鋼
楽
再
国
有
化
に
つ
い
て
目
慨
述
の
理
由
か
ら
反
対
し
、
そ
わ
は
た
だ
左

派
に
対
す
る
交
協
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
(
二
七
一
頁
)

次
に
、
大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
国
家
に
よ
る
株
式
取
得
に
ふ
れ
て
お
こ

う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
資
本
主
義
の
現
段
階
に
お
い
て
は
所
有
と
経
営
が
分

離
し
、
株
主
は
従
米
の
機
能
を
史
失
し
税
制
宵
の
実
権
は
専
門
的
な
経
営
者

ト
い
山
ヤ
巴
ク
ル

-
M
7
1
シズ

に
移
っ
て
い
る
が
、
か
れ
ら
は
依
然
k
し
て
資
本
利
得
の
か
た
ち
で
莫

大
な
不
労
所
得
を
え
て
い
る
。
か
か
る
株
主
に
帰
属
す
る
資
本
利
持
は
分

配
の
不
平
等
主
促
進
す
る
か
ら
、
国
家
が
適
当
に
株
式
を
購
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
是
正
を
は
か
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
著
者
は
、
株
式
取
得
の
方
法
お
よ
び
そ
の
管
理
に
と
も
な
う
多
く
の

凶
雌
を
指
摘
し
、
こ
の
よ
う
な
真
然
と
し
た
提
案
が
、
か
つ
て
政
権
に
つ

い
た
こ
と
の
あ
る
責
任
者
に
よ
っ
て
な
さ
わ
た
こ
と
は
施
く
べ
き
こ
と
で

あ
る
、

E
手
厳
し
い
批
判
を
加
え
て
い
る
a

(

二
七
日
J
λ
一H
〉

さ
て
、
最
後
に
固
布
化
時
業
の
将
来
に
可
い
て
の
著
者
の
見
解
を
述
べ

て
お
こ
う
。
一
九
五
一
年
以
米
の
保
守
党
政
府
は
、
鉄
剣
業
と
長
距
離
道

路
迎
送
を
民
有
に
復
古
し
た
以
外
は
、
国
有
化
を
既
成
事
実
と

L
て
継
承

す
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
著
者
も
固
有
解
除
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を

認
め
た
上
で
、
現
+
北
町
国
有
化
産
業
の
迎
常
に
つ
い
て
次
の
三
つ
の
提
案

を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
著
宵
は
現
在
政
府
が
固
有
化
匝
業
を
指
揮
し
統
制
す
る
た
め
の

第
八
十
五
巻

J、
イ七三

第

号

〆、

七



書

評

機
関
を
欠
い
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
そ
の
た
め
の
委
員
会
を
設
立
す
る
こ

と
を
提
出
先
す
る
。
(
一
八
四
頁
〕

第
一
一
に
、
国
有
化
産
業
に
刻
す
る
政
府
の
融
資
が
特
別
低
利
率
で
無
制

限
に
行
わ
れ
て
い
る
点
を
批
判
L
、
そ
の
貸
山
金
の
量
を
制
限
し
よ
う
と

す
る
政
府
の
政
策
を
支
持
し
て
い
る
。
(
一
一
九
一
頁
)

最
後
忙
、
政
府
の
消
費
者
に
刻
す
る
無
関
心
な
態
度
を
批
判
し
、
国
有

化
産
業
の
将
来
を
決
定
す
る
も
の
は
究
極
に
お
い
て
消
費
者
と
し
て
固
民

で
あ
り
、
こ
れ
が
固
有
化
産
業
の
学
ん
だ
最
も
重
要
な
教
訓
で
あ
る
、
と

結
ん
で
い
る
。

五

以
上
、
順
を
追
っ
て
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
最
後
に
二
、

三
の
問
題
点
主
指
摘
し
て
結
び
に
か
え
た
い
〉
」
思
う
。

ま
ず
、
著
者
は
国
有
化
が
一
部
の
労
働
者
に
の
み
利
益
を
与
え
て
、
消

費
者
で
あ
る
国
民
を
犠
牲
に

L
て
い
る
と
繰
返
し
述
べ
て
い
る
の
ハ
ニ

O

八
瓦
、
一
三
九
瓦
ほ
か
)
し
か
し
か
か
る
消
設
者
L

と
い
う
概
念
に
は
よ
り

立
入
っ
た
検
討
が
心
要
だ
主
思
わ
れ
る
。
今
、
イ
ギ
リ
ス
国
有
化
産
業
の

山
場
構
成
を
み
れ
ば
、
工
業
問
消
品
目
が
組
め
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

る
。
例
え
ば
、
鉄
道
貨
物
の
三
分
の
-
一
は
石
炭
・
コ
ク
ス
お
よ
び
銅
で

あ
り
、
石
炭
の
約
八
制
は
工
業
用
に
消
費
さ
れ
る
。
そ
し
て
最
大
の
石
炭

泊
費
産
業
で
あ
る
電
方
に
お
い
て
、
工
業
用
消
設
が
三
分
の
二
乞
ト
口
出
、

そ
の
大
半
は
化
学
、
鉄
鋼
、
機
械
の
巨
大
独
占
体
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

第
八
十
主
巻

ノ、
ノ、

第

号

/、

"、

さ
ら
に
種
々
の
差
別
価
格
を
設
け
て
産
業
合
優
遇
し
て
お
り
、
国
有
化
産

業
は
」
家
臨
用
消
費
者
の
犠
牲
と
負
担
に
お
い
て
独
占
資
本
に
奉
仕
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

次
の
問
題
は
、
著
者
が
イ
ギ
リ
ス
の
国
有
化
を
労
働
組
合
の
イ
エ
シ
ア

テ
ィ
プ
の
も
と
に
労
働
者
の
利
益
の
た
め
に
行
わ
れ
た
と
考
え
て
い
る
点

で
あ
る
。
(
二
九

O
頁
ほ
か
)
た
し
か
に
戦
後
の
国
有
化
が
労
働
者
階
級

の
要
求
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
主
は
宕
過
で
き
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
問
題
白
一
面
に
す
ぎ
ず
、
国
有
化
時
業
は
依
然
独
占
資
本
の
手
中

に
あ
り
、
資
本
主
義
を
否
定
す
る
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
点
は
、
国
有
化
産
業
の
全
委
員
の
う
ち
、
大
会
社
重
役
が
四

O
パ
ー

セ
ン
ト
、
労
働
組
合
関
係
者
が
一
七
ハ

1
セ
ン
ト
と
い
う
構
成
か
ら
し
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。

最
後
の
問
題
は
、
著
者
が
固
有
化
を
F
グ
マ
主
き
め
つ
け
、
そ
り
終
誌

を
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
国
有
化
産
業
に
つ
い
て

多
く
の
批
判
点
を
あ
げ
な
が
ら
も
、
結
論
的
に
は
既
存
の
固
有
化
産
業
の

国
有
解
除
に
は
賛
成
し
て
い
な
い
O
で
あ
る
ロ
そ
れ
ば
か
り
か
、
政
府
が

一
層
国
有
化
産
業
の
統
制
を
強
化
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
(
二

八
三
頁
)
こ
と
に
戦
後
の
産
業
固
有
化
の
性
格
を
解
明
す
る
一
つ
の
か
ぎ

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
本
楠
は
、
昭
和
三
四
年
十
月
二
凹
日
経
済
政
措
学
会
関
西
部
会
で
な

さ
れ
士
報
告
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
〉


